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頁 場所 修正前 修正後 補足 掲載

第1-1

20 図2 B) CS2 like
低心拍出の病態＝補助循環

CS3 like
低心拍出の病態＝補助循環

※1参照
21/10/01

図表

※1 下記が正しい図となります

■第1版　第1刷（2021年10月10日発行）の修正・更新箇所

正誤表・更新情報

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申
しあげます　（2021年10月1日）	

SBP 140 mmHg 100 mmHg

CS1
相対的体液過剰の病態
＝血管収縮の病態
血管拡張薬＋利尿薬

血管収縮の病態＝血管拡張薬

CS2
絶対的体液過剰の病態
＝体液過剰の病態
利尿薬＋血管拡張薬

CS2  like
体液貯留の病態＝利尿薬

CS3
低心拍出の病態
補液，強心薬
補助循環

CS3  like
低心拍出の病態＝補助循環

A）CS 分類

SBP 普段より高い 普段どおり 普段より低い

CS1  like

B）CS 分類を用いた実践的病態評価


